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研究成果の概要（和文）：本研究では、疑似科学が用いられた学校教育の実態等を調査するとと

もに、最近の大規模調査データを用いた血液型と性格に関する解析を行った。その結果、疑似

科学言説を用いた授業の多くが「水からの伝言」とその派生物であること、ほぼ全国で行われ

ており高校理科で肯定的に扱われている事例もあることを明らかにした。また血液型と性格に

関する解析では、過去の研究結果を拡張することができたとともに、21 世紀以降のデータでは、

安定して血液型ごとに性格の自己申告について有意な差が出ることが判明した。 
 
研究成果の概要（英文）： In this research, we carried out questionnaires survey on 
pseudo-science experiments in schools and database analysis on relationship between 
blood-type and personal characteristics. 
We reveals that "Mizu karano Dengon" and its variations are nation-widely used in schools 
even in high-school science. We also demonstrate that significant difference on personal 
characteristics between blood-types by using the database on recent huge questionnaires 
survey. 
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１．研究開始当初の背景 
 初等・中等教育課程において、社会人とし
て必要な科学的素養を身につけることは重
要である。しかし現実には「理科離れ」が進
行し、我が国の将来に暗い影を落としている。

科学の魅力を伝えることは、そのための対策
の一つとして重要であり、申請者らも積極的
に関わっているが、それだけでは不十分であ
ると考えるに至った。 
 まず、特に小学校において理科を苦手とす
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る教師が多数存在することである。次に、た
とえ理科好きであったとしても、それが必ず
しも科学的思考を修得している保障にはな
らないことである。この二点ともが克服され
なければ、あるべき科学教育とは言えないだ
ろう。 
 実際の教育現場では、教師の「善意」に基
づいて、疑似科学的教材がしばしば使われて
いる。昨年 7 月には、関東地区女性校長会の
研修会に、『水からの伝言』という疑似科学
書籍の著者が呼ばれ講演を行っている(当該
校長とは本研究申請者の一人の長島が直接
対話を行い理解を得た)。他にも、インターネ
ット上には、疑似科学に基づく指導案や実践
報告が、現職教師の手によっていくつも公開
されている。 
 申請者の武藤、長島は、長崎大学教育学部
において、疑似科学の解説と危険性を授業の
中で取り上げてきた。また、来年度より、全
学(一般教養)教育において、「疑似科学とのつ
きあい方」というタイトルの講義を申請者を
含む数人で行う予定である(代表：安部俊二)。
このように、個別の実践は積み上がってきて
いることも本研究課題を申請するに至った
背景の一つである。 
 
２．研究の目的 
 教育現場に蔓延する疑似科学への対策を
探求する。 
(1)  ケーススタディとして、現代日本の代

表的・典型的な疑似科学である『水から
の伝言』と「血液型性格判断」を取り上
げ、それぞれ問題点を多面的に分析する。
特に後者については最新の大規模調査
データを入手し解析する。 

(2)  長崎大学における一般教養や教員養
成教育を通じて、効果的な授業のあり方
を実践的に提案する。これらを通じて、
科学の全体像をつかみ、科学リテラシー
の獲得に効果的な科学教育のあり方を
探る。 

 
３．研究の方法 
(1)  『水からの伝言』を提唱者のテクスト

に沿って分析し、自然科学的な面だけで
なく、人文・社会科学的観点からの詳細
な分析を行い、問題点を洗い出す。初等
中等教育において用いられた場合の問
題についてもわかりやすくまとめる。ま
た全国規模のアンケート調査を行い、疑
似科学が用いられた授業の事例を収集
するとともに、疑似科学的言説に対する
判断能力等を分析する。 

(2)  JNNデータバンクの年度ごとデータ及
び学生を対象に取得したアンケート調
査結果を解析し、先行研究と比較するこ
とで、血液型性格判断について「予言の

自己成就現象」が起きているかを調べる。
誰にでもわかりやすく相関が見られな
いことを示すために、コンピューターシ
ミュレーションも駆使してプレゼンテ
ーションの方法や効果的な授業の作り
方を探る。 

(3)  大学教育(一般教養教育、教員養成教
育)における疑似科学への対策について、
授業を通して実践的に研究する。 

 
４．研究成果 
(1)  「水からの伝言」を用いた道徳授業が

全国的に広がっていることは知られて
いるが、断片的な情報しかなく、どの程
度の広がりになっているのかはよくわ
かっていない。そこで我々は、学生を対
象にそのような授業の経験の有無を調
査することにした。 

  2010年度は、我々が所属する長崎大学
の学生を対象に、4月に調査を実施した。
調査対象は教育学部の 1年生 243名及び
全学（教養）科目「疑似科学とのつき合
い方」受講生 166名、合計 409名である。
2010年度の調査結果は「水からの伝言」
に焦点を当てていたため、回答から得ら
れた経験内容は全てが「水からの伝言」
とその派生物であった。409 名の調査総
数のうち経験者は 38 名で、出現した学
校種は小学校、中学校のみならず、高校
や予備校というのもあった。また回答内
容から、その全てが肯定的に実施された
ものであることが明らかとなった。経験
率は 9.2[%]であるが、学生の記憶に頼っ
ているので、実数はもう少し多いものと
考えられる。中には小学校と中学校の両
方、中学校と高校の両方で「水からの伝
言」を用いた授業を受けたという学生も
いたし、学級文庫の一冊として置かれて
いたという報告もあった。高校理科で肯
定的に「水からの伝言」を扱った授業を
受けたという報告が複数あり、この広が
りについて、さらに調査する必要性を生
じた。 

  2011 年度は Web 等でアンケート調査
への参画を呼びかけ、応じていただいた
複数の大学・高校の教員の協力を得、8
大学 1,451 名、2 高校 343 名への調査を
実施した。その結果、1割強にあたる 168
名の大学生が否定的でない疑似科学授
業を過去に受けてきていることがわか
った。表 1 及び表 2にその総括及び出現
した授業科目を示す。内容を記憶してい
た 78 名のうち 67名が「水からの伝言」
とその派生物である「水・食物等の腐り
方」、「言霊」、「言葉の力」と呼ばれる内
容であり、 小学校から高校までの各学
校種で広く行われていることが明らか



となった。また、出現授業科目も道徳だ
けでなく、理科で肯定的に扱われている
ことがわかった。一方で、否定的な取扱
いはほとんど行われておらず、理科で若
干の例がみられたことと終業式の校長
先生の訓話で一件みられただけである。 

   図 1に「水からの伝言」の主張に対す
る学生の判断結果（2011年度分）を示す。
全体的な傾向として、4 割程度の学生が
「正しい・正しい気がする」と判断して
いるのに対し、「間違っている・間違っ
ている気がする」と判断できている学生
は約 2割である。これを疑似科学授業の
経験群と未経験群に分けると、経験群の
「正しい・正しい気がする」という判断
者数が 10 ポイント程度増加している。
実際に、「疑似科学授業の経験は『水か
らの伝言』の主張の判断に影響しない」
という帰無仮説に対してχ2検定を適用
したところ、1[%]有意差で棄却された。
これは「水からの伝言」を肯定的に用い
た授業の経験が、学生の判断に影響して

いる可能性を示唆していると考えるこ
とができる。 

  「水からの伝言」のテクストに対して
はこれまでに田崎（2006）、菊池（2006）
らの分析結果が知られているが、我々は
さらに道徳授業の教材としての適格性
について詳細に調査した。一連の書籍に
おいては人名を用いて結晶を作ったと
する主張も数多くみられ、これは容易に
教室で生徒の名前を用いた実験（のよう
なもの）になりうる。実験結果が芳しく
ない場合は容易にいじめに発展するこ
とが予想できるので、この点でも教材と
して全く使えないものであることが論
証できた。その一方で、この主張を取り
入れた教師用授業案を提示する書籍が
出版され続けていることも明らかにな
り、このような事態に対する対策を検討
することが今後の課題として浮き彫り
になった。 

(2)  まず、学生へのアンケート調査である
が、山崎・坂元(1991)とほぼ同様の結果
を得ることができた。これは 20 年の歳
月を経ても強固な信念が社会に存在す
ることを示す貴重な結果である。一方、
山崎・坂元(1992)の結果の再現性は悪か
った。 

   次に、山崎・坂元の結果の検証である
が、1991年の論文については、彼らの調
べたデータについて再現が得られたの
みならず、調査期間中であったが使用さ
れていなかったいくつかの調査を解析
しても、安定した結果が得られているこ
とを確認した。 

   一方、1992年の論文については、彼ら
が実施した学生へのアンケート結果に
基づいたものと同様の指標を使用した
場合は同等の結果を得たが、今回我々が
実施したアンネート結果に基づき指標
を再構成して解析したところ、あまり明
瞭な結果は得られなかった。これは指標
の構成をする上で、指標の量に比べてア
ンケート調査のサンプルサイズが大き
くなかったことが理由の一つと考えら
れる。 

   以上より、山崎・坂元(1991)の方法を
利用して、現在までの結果を解析するこ
ととした。 

   山崎・坂元(1991)の方法に基づき、
「A-B 得点」を構成し、現在までのデー
タのうち、利用可能なもの(血液型と性
格の双方の調査がなされており、かつ調
査された性格項目が A-B得点を構成する
ために必要なものを全て含んでいるも
の)をピックアップし、血液型ごとに A-B
得点がどのように変化しているかを調
べた。 

表 1 疑似科学授業の経験（2011 年度） 

 

表 2 出現した授業科目（2011 年度） 

 
 

 

図 1 「水からの伝言」の主張に対する判断 

（2011 年度） 

 



   その結果、90 年代以降、山崎・坂元の
結果は固定化(血液型による違いが安定
化した)し、かつ 2000年代以降は分散も
小さくなり、血液型による違いが統計的
に明確に有意であることが示された。た
だし、有意ではあるが、違いの大きさは
ごく微小であり、日常生活で「使える」
ほどの大きな違いにはなっていないこ
とも示された。 

   どのような層の人々が強く影響を受
けているかはより詳細な分析を必要と
するが、今回の研究により、少なくとも
差が有意に現れるほどには血液型性格
判断を信じ、自分の性格をそれに合わせ
ている人々がいることが明らかとなっ
た。これは疑似科学が社会に確実に悪影
響を与えていることの一つの証明であ
り、今後、この結果を社会的に還元し、
啓発を行っていくことが重要であると
考えられる。 

(3)  研究期間中に集積した様々な情報や
成果を統合し、学部初年度レベルの教養
教育授業を設計し、実施しながら効果的
な科学リテラシー教育の在り方を検討
した。その結果、学生には批判的に物事
を考える能力が十分に訓練できていな
いことが明らかとなった。今後の課題と
して、大学教育はもちろんのこと、初
等・中等教育での批判的思考能力の養成
の仕方について検討することが必要で
ある。 
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